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全科協主催北米科学系博物館視察研修を顧みて

乙のたび，全科協主催の北米科学系博物館視察研修lζ

参加する機会を得て，平成元年12月 6 日から 12月 1 9 日ま

での 14 日間，アメリカ ・ カナダの博物館など10数か所を

視察してきた。

乙の研修も回を重ね， 今回で 6 回目，参加者も23名と

いう大所得の編成となった。 過去，前固までの参加者の

方々から，視察報告が本紙面に紹介されて，毎回大きな

成果を得た乙とが報告されているが，今回参加してその

乙との実感を得た。

乙乙では， 今回の視察団の出発準備から帰国までの概

要をまとめてみた。

出発までの準備日

今回の参加者はさき にふれたように総勢23名で，団員

の構成は，博物館に所属する方が私を含めて11名 ，展示

関係の会社に所属する方12名で ， 全員男性. 59才から28

才までの平均年令42才という熱気に溢れるチームとなっ

た。 旅行代理店から大久保忠司氏が添乗する乙ととなっ

fこ。

出発lζ先立ち事前打合せ会を開き，次の事を確認して

出発の準備をする乙とにした。

①日程 ・コースは . 12月 6 日 に出発し ， ニューヨーク (3

日). ワシン ト，ン( 3 日). トロント (2 日). デンバー

( 1 日).サンフランシスコ (4 日)の 5 つの都市をめぐ

り. 1 2月 19自に帰国する。

②視察する博物館などは ， アメ リ カ自然史博物館(ニュ

ーヨーク) .メトロポリ タン美術館(同) .国立航空宇宙

博物館(ワシン トン入国立アメ リ カ歴史博物館(同). 

国立自然、史博物館(同) . 王立オンタ リオ博物館( トロ

ント) .オンタリオ科学センター(同) ， デンバー自然史
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博物館(デンバー).エクスプロラトリウム(サンフラン

シスコ) . カ リ フォノレニア科学アカデミ ー (同)の 10館と

する。

③視察の仕方は . 1 つの館を 1 日又は半日単位に十分時

間をかけ「展示を見る」乙とに主眼をおく 。 したがって

館の概要説明は30分程度にとどめて頂き，視察のあと質

疑応答や話し合いの時聞を設けてもらう乙とで，訪問館

にお原郎、する 。

④市内視察は可能な限り実施するが， 主要なと乙ろだけ

あらかじめ選定しておき，あとは現地の事情によ って対

応する。

⑤現地での生活上の情報，例えば気候， 持ち物，小遣い

治安等々 ， 重要な問題であり，これらについては旅行代

理店からの最新情報や経験者なとから助言を得る乙とに

して準備をする乙とにした。事前打ち合わせ会に出席で

きなかった方には，結果を短絡し，出発lζそなえてもら
う乙と』ζ し fこ。

出発

12月 6 日午後 2 時，成田国際空港に集合。 結図式のあ

と旅行代理店の担当者から，出入国の手続など説明をう

けて，サンフランシスコ経由でニューヨーク iζ向け出発

した。 およそ 9 時間の飛行の後， サンフランシスコに到

着したのは， 時差の関係で成田を出発した日の午前 8 時

40分。 ["得をした J ["長い 1 日になる J なと い ろ いろな

乙とを言いながら入国審査や税関検査を終え . ["無事ア

メ リ カへ入国した」という ， ほっとした表情で集ってく

る 。 しばらくして移動のため人員確認をしたと ζ ろ 2 名

いない。 手分けして探しているうちに現れたふたり ， な

んと団を代表して(?)入念な荷物検査を受けていたの
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である。 皆からひやかしをまじえた同情の声が掛かる ζ

としきりで，ふたりの方には気の毒であったが，乙れを

きっかけにお互いに親近感が湧き ， 団の雰囲気も一気に

和やかにな っ た。

さる 10月 17 日 に乙の地をおそったサンフランシスコ大

地震の影響は， 空港内施設で見る限り国内線ロビーの天

井が落下したままになっている程度であ っ た。

乗り継ぎのため 4 時間ほど空港内で過乙し，ニューヨ

ー ク K向けて出発。約 5 時間の飛行の後，午後 9 時過ぎ

全科協北米科学系博物館視察研修団一行

当日は， アポッ ト館長の説明のあと，職員の関本氏な

ニュ ー ジャージー州のニューワー ク空港に到着。 冷雨の どの案内を受けた。 アポット館長の説明によると，カナ

中パスでニューヨーク市内のホテルに向かう 。 車中でガ ターでは科学者と技術者を必要とし， その養成に力を入れ

イドから，ニューヨークの治安の悪さを，最近横行しだ 1 ているが， 教育制度の改革など難しい面がある。 乙の科

いる 「ボトルマンJ なる悪質なたかりの例などを挙げて 学センターでは子供たちIC.実験機器や装置を自ら操作・

注意をうけたので，睡眠不足で陵l臨としていたととろに 体験させる乙とIC.よ って科学に対する興味と関心を抱か

緊張が綴る。余談ではあるが ， 乙のボトルマンの話はわ

が団員 1<::後に役立ち，事なきを得た。

第 1 日目は長時間の飛行機の旅でどうしても睡眠不足

になりがちである。目的地に着いてすぐ視察と言う日程

よりも，夜間iζ着いてゆっくり寝み， 翌日からすっきり

した気分で視察できた今回の日程は，健康的でよかった

と思う 。

博物館視察

博物館の視察は，全科協事務局からの事前連絡のおか

げで， どの館も好意的 1<::受け入れて頂き，展示視察をは

じめ概要説明や質疑・話し合いにも親切に応じて頂き，

満足のいく視察ができた。 視察の仕方も事前lζ決めたと

おり，展示を見る乙とに十分時聞をかけ， しかも各自の

視点を尊重して一定時間内を自由視察としたため，その

あとの質疑の時間はかなり活発なものであ っ た。 また最

近出張された方から ， 事前1<::貴重な資料や助言が得られ

た乙とも大変参考になった。 特 1 <::各館の平面図は，時間

の無駄を省き効率的な視察をするうえに大いに役立つた。

乙乙ではトロントの 2 つの博物館について紹介する乙

ととし，他の博物館については，最近本紙面lζ詳しい報

告がなされているので省略させて頂く 。

オンタリオ科学センター

トロント市郊外のロン川上流に位置し，自然の地形(谷

の傾斜地)を生かして建設されたもので，地形の上部と

下部の 2 つの建物を長い廊下で結んだ‘ユニークな建物で，

周囲も自然林lζ固まれている。乙のセンターは， 1967年

に催されたカナダの 100 年祭の一つの事業として設立さ

れたもので，建築設計は日系 2 世の方が， 展示設計はカ

ナダ在住の日本人が担当したという乙とであり，サンフ

ランシスコのエクス プロ ラ トリウムの展示を参考に設計

さ れた参加・体験型の科学館である。
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せる。 乙の乙とは，いずれ科学教育iζ大きな影響を与え

るととと信じて，館の運営に努力している。 その 1 っと

して，入館者の年令層を広げるため ， 展示説明を最少限

iとするか ， 展示によっては全く説明をしていない。 説明

する乙とによる年令層の特定レベルへの固定を防ぐため

である ， と強張していた。

標本は， 常時800点を展示し ， すべて自作で，希望があ

れば販売もしている。 職員は330人で，乙のうち90人は学

生などの非常勤である。入館者は年間100万人で，中には

l 年1<:: 30回以上も見学 1<::来る人もいるという 。 年間予算

2 ， 000万カナタドノレで， うち 1 ， 600万トソレがオンタリオ州

政府の補助である。

教育普及活動は同センタ ーが作成した年間の教育計画

を，各学校がスケジュ ー Jレ 1<::合わせてカリキュラムに取

り入れて団体利用している。

展示品はエクスプロラトリアムと同じようなものが多

いが，展示は比較的整然となされている 。 乙乙での特徴

は， 健康や生命lζ関する展示にも力を入れている乙とで

ある 。 例えばフーズコーナーには， 多数の献立見本から

自分の好みのメニュ ーを選び， カ ードをカロ リ一計算の

穴IL差し込むと ， カ ロリーから塩分 ・ 糖分などまで計算

され，適当か否かの診断がなされるシステムが展示され

ていた。 献立見本は日本の商品を使い，最近開発し展示

したととろ， 好評を得ているとの乙とである。 また生命

に関するコーナーでは，人体模型や胎児の成長過程の実

物標本や避妊について音声なしのビデオテープによる画

像解説など，人体の構造や生命lζ関する展示にも力を入

れている。

サイエンス ・ サーカスは世界ーの規模を誇るもので，

標本を木製の専用パッケージ 1<::収納してトラックで移動

する。 年 3 回は実施しており ， 1983年 ILは日本でも実施

した。 来年 6 月 1<:: はモスクワを予定しているとの乙とで

大変力を入れているようである 。
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ボランティアは，特別展などのほかは採用しておらず，

アルバイトを採用しているとのことである。 関本氏など

の話によると ， カナダでは卒後の進路決定K学業成績と

併せて，在学中の実社会での経験が高く評価されるため

高校生になるとほとんど.の生徒がアルバイトをしている。

乙のような国柄から，乙の館でもサイエンス・ショップ

などに高校生の実習生を受け入れている。

王立オンタリオ博物館

トロント市内にあるカナダ最大の総合博物館で，中で

も動物学 ・ 地学 ・ 鉱物学の分野の標本は世界有数のコレ

クションと言われている。 建物は 3 層からなり ， 1 階に

アジアをテーマとして， アフガニスタンから日本までの

美術 ・ 工芸品を展示している。 2 階は， 恐竜 . p甫乳類・

隈虫類 ・ 植物 ・ 鉱物などの展示， 3 階は，地中海世界の

美術 ・ 工芸 ・ 民俗なとで，エジプトとメソポタミア東部，

地中海と沿岸諸国，ロー マ ・ ビザンチン帝国なとの古代

から中世の美術，工芸品，民俗資料などの展示で，全体

としては， 自然史 ・ 民俗 ・ 美術系の総合博物館である。

艇虫類のジオラマ風生態展示や，晴乳動物の大ジオラマ

なとはダイナミックで見ごたえのあるものであった。ま

た ， コウモ リ の洞窟は，水の音; コウモ リ の飛び回る様

子など鍾乳石を模して洞窟を再現し，洞窟探検の雰囲気

を出している。恐竜はタノレボサウノレス ・ モササウ Jレス・

プレシオサウ Jレスなどの全身骨格などがダイナミックに

展示されている。

私たちが訪問したとき ， 小学生と高校生のグループが

それぞれ先生K引率されスクーノレパスで訪れた。 高校生

のグループは各自木製の小さな折たたみ椅子を持参し，

3 階の民俗関係の コ ーナーに集ま って勉強をはじめてい

たのが印象的rあった。

市内視察など

街の様子や名所，施設などを見学する乙とは，博物館

を側面から理解する一つの手段でもあり ， 博物館視察の

王立オンタリオ博物館古生物展示室
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合間を利用して， 全員やグループで好奇心を旺盛にし，

かっ精力的iζ見学した。また食事やショッピングも大き

な楽しみの 1 つである。苦労 しながらも ， 昼は経済的に

現地の人にまじりセノレフサービスの店で，夜は少しきば

って，ステーキやシー フー ド，たまに日本酒でサシミ，

天ぷらなどで楽 しんだ。夕食はきまって，博物館の印象

談から始まり，わが国の博物館のあり方へと話が発展す

る。 ホテ Jレ K帰って，再びあちこちの部屋で議論再開と

いった様子で，乙れらを通じてお互いの交流を深める乙

とができた。

最後の日は，サ ンフランシスコのレストラン「マクス

ウェノレ」で反省会を兼ねて全員で夕食会を開いた。

日 F呈・コース

今回は，サンフランシスコを除き，どの都市も寒さが

厳しかった。朝夕の街の散策などは，身を切られるよう

な寒さを経験した。 しかし視察はノミスで移動 し， 建物の

中で過ごすことが多しさほど苦にならなかった。 むし

ろ ζ の季節ならではの，おとぎの国か童話の世界のよう

なクリスマス風景lr.出会えた ζ とが心に残っ ている。

今回の， 東から西iζ移動 し， 最後に温暖なサンフラン

シスコ lr.滞在するコ ースはとてもよかったと思う。また

視察都市を精選して，各都市 lr.数日間滞在できた ζ とは

気分的K も実際の行動 l r. t余裕がもてた。期間中，病気
や事故がなかっなのは，各自が十分気をつけられた乙と

は勿論であるが，余裕のある日程も安全な旅行の大きな

要素の l つであると旬、う。

次回のために

しめくくりに， 今回参加して私なりに気の付いたこ と

を記しておく乙とにする。

l 今回のように参加者が多い場合は，写真入名簿があ

ると何かと便利ではなし、かと思う。また，準備や参加

者との連絡などのために，出発までにもう少し時間が

あるとありがたい。

2. 参加される方の参考のために，極めて私見ではある

が，服装や主な身の回りの持ち物などを記してみる。

一般的な旅行ガイドにもあるよう IL，乙の時閣の北米
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は屋外での寒さはかなりのもので，薄物を重ね着して

適宜調節するのがうまい方法のようだ。

服装はスーツ 1 着に替え上衣かジャンパー 1 着 ， 替

えズボン 1 本必要。セーター又はカーディガン 1 着必

要。 y シャツ 3 枚程度(ホテルのク リ ーニング 1 日で

できる)。下着類は，暖かい地方は別として ， 日本の

冬 1<::着用しているもの 2 組(多くて 3 組)に厚手のも

の 1 組。ただし ， 乙まめに洗濯するとと(ホテノレは暖

房がよいので，入浴時iζ洗濯して朝までに十分乾く)

パジャマ薄物 1 着，綱タオル(外国のタオノレは厚くて

寸詰り， 背中洗い不便，肌がピリッとしないと風邑 IL

入った気がしないと云う人は必携) ， マフラー・手投 ー ぐ

必携，スリッパ必携，靴は予備 1 足あると快適。 お金

は， 参加費(旅行経費)の他lζ 1 日 100 ドル×日数プラ

スおみやげ代が l つの目安。最近カードが普及し，便

利で安全であるが，団体旅行の場合共通経費などを現

金で精算の場合もあるので，カードと併わせて若干の

現金か卜ラベラーズ ・ チェックを用意した方がよし、。

2 週間の旅行では，日増しに資料やおみやげなど多く

なるため，身の回りの持ち物は厳選される乙とが賢明

である。

むすび

ζのたびの研修は， 世界的に有名な博物館を数多く視

察でき ， 大きな成果が得られたと思う 。 寒い時期であっ

たが，病気や事故など一切なく ， J順調 1<:: 日程を消化し，

さらに期間中参加者との交流を深める乙とができた ζ と

も収穫の l つであった。

最後に乙の研修に参加する機会を与えて下さ っ た諸漂

館長K，又研修のお世話をして下さった関係の方々に心

から感謝の意を表する次第である。

参加者名簿 (順不同，敬称略)

山本孝 (団長 ・ 国立科学博物館庶務部長)

橋口勝善(国立科学博物館庶務課課長補佐)

池田重夫(国立科学博物館展示課専門職員)

渡辺秀夫(横浜乙ども科学館天文係)

松本喜一(電気通信科学財団 総務部長)

山岡哲郎(でんきの科学館 中部電力(株)広報室次長)

畑田健治(鹿児島県立博物館学芸主事)

緒方国博(宮崎科学技術館文化振興課)

細道一男(滝川市建設部技監)

後藤正邦(新潟県立自然科学館 プラネタリウム担当)
水嶋英治(科学技術館)

高橋元彦((株)乃村工肇社文化施設事業部)

松浦恒久((株)乃村工墾社 文化施設事業部)

高橋育久((株)ココロ 開発営業部次長)

高橋理一((株)ココロ 開発営業部)

鈴木士文((株)さいか屋 販売促進部課長)

辰巳謙道((株)西尾製作所 取締役)

須見隆((株)丹青社第三事業統括部)

野沢克昌((株)丹青社 デザインセンター)

林慶二 ((株)丹青社デザインセンター)

福島徹(久光文化施設研究所)

原田貞夫((株)芸宣展示施設部長)

川嶋博之((株)トータノレメディア開発研究所)

参加者からの詳しいレポートを，次号以降順次掲載し

ていく予定です。

全科協では，本年度も海外の博物館の視察研修旅行を

予定しております。 奮って乙参加ください。 実施内容 ・

応募要項は，改めて各館園あてにお送りいたします。

また，視察研修 1<::適した海外の博物館IL関する情報を

お持ちの方は，ぜひ事務局あてにお知らせください。 視

察研修の企画の参考とさせていただきます。

(事務局)

全科協 北から南から

加盟館園の企画展・特別展

0横浜乙ども科学博物館では，企画展「科学捜査 ドキ

ドキたんでいクラブJ を開催する 。

モンター ジュや指紋などを使った捜査を体験してもら

うものであ る。

期間平成 2 年 1 月 14 日 (日) - 2 月 8 日(日)

また， さわ って重さを確かめられる「蹟石J ，新しく

生まれ変わっ た 5 階宇宙船長室を公開する。

展示内容等，詳しい ζ とは fi 045-832-1166までお

問合せください。

-4-

.東京都児童会館休館のお知らせ

東京都児童会館の本館は，改修工事のため平成 2 年 3

月末まで休館している。 また，日曜乙ども劇場も 3 月末

まで休演する 。 なお電話による「乙ども相談J は休館中

も受け付けているが，工事の騒音等で中止する乙ともあ

るので，乙了承くださ し、 。
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黒部市吉田科学館
1 施設の概要

昭和57年， 58年 IC吉田工業欄より青少年の健全育成に

と多額の基金が贈られたのを機IC ，昭和59年に建設基本

有奇想を策定。昭和61年 6 月 19日に開館いたしました。

「楽しみながら自然と科学技術に対する関心と理解を深

める場J r 自然の神秘に感動し ，創造の喜びを知る場」

として活用されています。

開館時間 午前 9 時~午後 4 時30分

休館日 毎週月曜日祝日の翌日

入館料 年末年始(12月 29 日 -1 月 3 日 )

大人 200 円 小 ・ 中 ・ 高校生 100 円

団体20名以上は 2 割引

建物はプラネタリウムドームを中心IC ，周辺に各部屋

が宇宙ステーションを模した形で配置されたユニークな

建物です。

敷地面積 10,388.29 rrf 

延床面積 1.804.23 rrf 

建築構造 鉄筋コン ク リ- r，平屋建て

2. 展示その他

エントランスホーノレに天文関係の展示を少数備えてい

る。

また，スタディロボッ卜，字宙体重計など数種展示さ

れてい る。

展示の他IC ，情報処理室(パーソナノレコンビュータ 15

台，学習ソフトを十種常備。自由に利用できる。)や， 実

験実習室があり，多彩な活動が行えます。

〈案内図〉

.JR生飽駅より ・ ー 徒歩5分

・吉田(地鉄パス停)より ー 徒歩1 分
・黒部インターより ー 0 ・ 0クルマ10:分

干938 富山県黒部市吉田 574 -6 

TEL (07llJl) 57 -0610 FAX (0765) 57 ー 0630

館正面

情報 処理 室

3. プラネタリウム

ドーム直径20m ，収容人員240 名。 コ ンビュータ制御

によるオート投映が可能なプラネタリウムです。投映は，

一般投映 ・ 学習投映・幼児投映を行っており ， 美しい映

像と音響の組合せにより，壮大な宇宙を演出しています。

ま た，前方iζステー ジが設け られており ， 多目的ホー

ノレとして講演会・音楽会などを開催しております。

投映時間 平 日 1 0 : 00 14: 00 

土 ・ 日・祝日 10 : 00 13: 30 15: 00 

4. 教育普及活動

プラネタ リ ウムドームの周辺には，エントランス ホー

ノレ(展示場) ・ 実験工作室 ・ 情報処理室 ・ 研修室 ・ 会議

室などがあります。

乙れらの施設を利用して，特別展 ・ 講演会や，科学実

験 ・ 工作 ・ パソコン ・ 天文などの各種教室を定期的 IC関

催しています。

5-
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園高崎市少年科学館
高崎市少年科学館は高崎市総合文化センター内の一画

に昭和 59 年 7 月 IC開館しました。

21 世紀!C生きる子供たちが，科学に興味をもち創造性

豊かな人間として健全に育成する乙とを願って設置され

ました。施設としてはプラネタ リウム・科学展示室・実

験室・創作室・パソコン室などがあります。

。 施設の概要

プラネタリウム ドーム直径 21 m 

固定席 315 (車精子 6 ) 

科学展示室 768 rrf 創作室 84 rrf 

実験室 84 rrf 準備室 28 rrf 

。 展示の概要

科学展示は子供たちが科学技術の原理原則を学べる展

示がされ，一部を除いて自分たちで自由に動かし手にと

って使えるようになっています。

また，科学的な立場から豊かな人間形成を行うための

社会教育施設として多くの人たちに利用されています。

。 プラネタリウム関連事業

プラネタ リウムは学習投映 ・一般投映を主体として広

大な宇宙の夢を育てるための効果的な天文教育を行って

います。

学習投映は幼稚園 ・保育所 ・ 学校等における学習指導

に位置づけられます。内容は学習指導要領にもとつ、き，

教師が作成した指導案による投映で，そのため，学校乙

とに内容は異なり，個性のある指導が行われています。

一般投映は 2 ヶ月ごとに番組の入れ替えを行っていま

す。季節の星空を見ながら番組のテーマ !C入っていくド

ラマ形式で約40分の投映です。番組制作は，シナリオか

ら作画，録音，プログラミンクまで，すべて自作を心が

けています。

また，特別投映・ 昼と音楽の夕べなど，少 しでも天文

に興味を持ってもらう番組も行っています。

。 科学普及事業

子供向けの講座(工作教室・パソコン数室など〕を定

期的に開催し製作活動を通した学習を行っています。

また，自主的な学習を行うクラブ(高崎少年少女発明

クラブ・星の会など)も活動しています。

工作教室は子供たちに創作活動を通じて科学的技術的

- 6 

TEL 0273 (25) 0681 

経験をもたせるため，開館以来各種工作教室を毎月 l 回

程のペースで開設しています。模型飛行機 ・ 日時計 ・地

球儀あるいは電気工作・化学工作や時には伝統的木工玩

具 ・ 各種凧など最近少なくなった手作りの良さや日常生

活!C役立つ技能面の体験をねらって ， 創作室・実験室を

活用しています。

パソコン教室は小学校 4 年生から中学生の初心者およ

び親子を対象にパソコンの基礎を説明し ， 実際lζパソコ

ン !C打ち込んで，親しみながら理解してもらいます。

星の会は，毎月の天文教室では，少し もの足りない人

などで結成されました。本年度で 4 年目となり ， 会員は

約70名，毎月の観測l会や例会を中心に活動しています。

高崎少年少女発明クラフは，少年少女に科学的な興味

関心を追求できる場を提供し，家庭や学校の制約をはな

れて，工作する喜びを学び，生活態度を育成するととも

に創造性豊かな人間形成をはかる事を目的として開館と

同時!C設立しました。小学校 4 年生から中学校 2 年生を

対象として毎月 2 回活動しています。

当館は，地域』ζ根ざした科学教育の充実のため努力し

ています。

。 開館時間 A M 9 : OO~ P M 5 : 00 

休館日 プラネタ リウ ムにつき 月曜日(月曜日が

祝日又は振替休日の時はその翌日)及び年

末年始

その他は，年末年始のみ休館日

入館料 プラネタ リ ウムのみ大人 300 円小人

150 円団体 20 人以上 (大人 240 円

小人 1 50 円 )

その他は，無料
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伊勢原市立子ども薄汚苧館

伊勢原市立子ども科学館は，身近な科学情報を提供す

る情報センターとして，また. 2 1世紀を担う子供たちが

豊かな創造性を育む場として建設されたものです。

当館は ， 全国でも数少ない図書館との復合施設と して

平成元年 4 月に開館 しました。

以来，体験活動の重視という観点から，来館者が自由

lζ操作する乙とのできる参加型の展示を してい ます。

遊びながら試しながら ，作りながら学ぶ乙とのできる

環境づくりをめざ しています。

。 施設の概要

・敷地面積 4,447 rrI 
・ 建物延床面積 8,036 .16 rrIのうち 3 ，045.29 rrI 

(図書館と併設)

・ 建築構造 鉄筋コンクリート造一部鉄骨鉄筋コンク

リー卜造地下 1 階地上 4 階建

ペントハウス l 階

。 展示の概要

当館の展示は，生命の科学を中心テー?に . ['地球は

生きている J [' ~ 、ろいろな乙とばJ ['し、きものの進化」

['~、のちのつながり J ['小さな小さな世界J ['からだの

はた らき」の 6 つのコーナーで繕成されています。

電子顕微鏡でミク ロ の世界を見たり ， 気象衛星の画像

を見たり ，コ ンビュ ー タグラフィックスに挑戦したり，

そのほか，見て、触って，自らはたらきかける乙とので

きる楽 しい展示がたく さん準備されています。

- 展示品の総数 93 点

・ 展示室面積 997.54 rrI 

展示室

干 259- 11 伊勢原市田中 76

TEL 0463 (92) 3600 FAX 0463 (92) 3601 

。 プラネタリウム

当館のプラネタ リウムは，地球から見た天体の動きに

加えて，他の惑星から見た天体の動きも投影できる最新

社のものです。また，ドームいっぱL 、 lζ臨場感あふれる

映像 も映し出すアス トロビジョン(全天周映画)も備え

ております。

平日は市内の小 ・ 中学校を対象とした学習投影を行って

います。

- 本体ープラネタリウム GSS-ll

.ドームー直径18m ・傾斜ドーム

. 座席数一 139 席

・ アス 卜ロビジョン映写機 (35 ミ リ フ ィ ルム )

・ 全席』ζ レスポンスアナライザー (学習応答分析機)

が取り付けられています。

。 天体観測室

・ドーム 直径 6 m I 

. 20c皿クーデ式天体望遠鏡

※クーデ式天体望遠鏡は，どの方向の天体をとらえて

も ， 接眼部の位置が変わらず，車いすに乗った人に

も天体観察ができます。

。 教育普及活動

子どもたちに科学的なものの見方や考え方，扱い方な

ど. ['科学の方法」を理解体得してもらうため，科学工

作教室 ， 実験教室 ， パソ コン教室等を定期的 11:計画して

います。教室は，親子を対象とした内容が多く ，親子の

ふれあいの場としても人気を博しています。

また ， 学校教育施設と しての利用 も多く . ['移動教室」

という名称で，館の施設e ・ 設備を活用した教育普及活動

が展開されています。

7-
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飯田市美術情物館
飯田市美術博物館は，伊那谷の自然と文化についての

理解を深め，菱田春草をはじめとする郷土出身の俊才た

ちの芸術に触れて感性を養うための市民の施設として，

平成元年10月に開館しました。

. 施設の概要

当館は本館と付属施設 (柳田園男館，日夏秋之介記念

〒 395 飯田市追手町 2 丁目 655

TEL 0265-22-8118 FAX 0265-22-5252 

.プラネタリウム投影

土日曜を中心K，一般観覧者を対象としてストーリー

性のある番組を投影しています。 投影は約 1 時間で生解

説による天文話題と，自動演出装置による番組で構成さ

館)からなり，自然 ・ 人文・美術分野をあわせもつ総合博 れています。 将来的には小学生を対象として学習投影も

物館です。自然分野では伊那谷の自然を紹介する自然展 ....._ - . ~.， 行う予定です。

示室とプラネタリウム施設があります。 ・直 径 12 m ・座席数 120 席

<本館> 。本機 ミノノレタ MX-10 自動演出装置付き

南アノレプスの峰々を型どった屋根をもっ白亜の建物。 ・ 補助投影機 X-y投影機，レーザー投影機他

・ 延床面積 4,938 rrf • 教育普及活動

(自然展示室 283 rrf プラネタリウム室 179 rrf) 自然分野では年 l 回の企画展示と年数回の講演会，講

・ 建築構造 地上 2 階，鉄筋コンクリート造 座を行っています。竣工以来 ， 一昨年度に「雑木林展J

<柳田園男館> 昨年度人文分野と協力して開館記念「風越山展J を行い

柳田家より寄贈を受け，東京成城より移築0

・ 延床面積 245 rrf ・ 建築構造 木造 2 階建

<日夏秋之介記念館>

日夏秋之介が晩年住んだ家を復元。

・延床面積 63rrf ・ 建築構造 木造平屋造

. 自然展示の概要

伊那谷の動植物や伊那谷の成り立ちをジオラ 7等を用

いて，わかりやすく展示しています。 前者では「伊那谷

の春J をジオラマで=再現しています。 また時代順に 「伊

那谷の起源J I恐竜時代の伊那谷J I古代ザメの泳〈富

草の海J r赤石山脈の屈曲」を展示し，地質立体模型iζ

て「伊那谷の地質」を紹介しています。

特色ある展示資料として中国やモンコソレから産した恐

竜化石のレプ リ カ(チンタオサウノレス，タノレボサウノレス

等)古代ザメ ， (カノレカロドン・メガロドン)の頭部復

元模型，伊那谷を代表する岩石のスツーノレ 8 点等があり

ます。また展示資料を交換する乙とによって伊那谷の昆

虫を広く紹介していく予定です。

ました。両者とも地元の研究者と学芸員からなる展示研

究委員会で企画を練り，手作りの展示となりました。今

年度は「伊那谷の昆虫展」を計画しております。

. 伊那谷自然史資料センター

伊那谷lζ関する自然史資料 ・ 情報を収集・保管し，セ

ンターとなるよう準備を進めています。とくに晴乳類等

の生態学的資料や中央構造線や伊那谷活断層系に関する

資料 ， 南アノレフ。スの成り立ちを示す微化石資料等を充実

していきたいと考えています。

. 伊那谷自然友の会

伊那谷自然友の会は「伊那谷をまるごと博物館iζ」す

るために ， 美術博物館開館に先立ち昭和60年 Ir.発足 した

支援団体です。 年 6 回の会報，ガイドブックの発行，月

一回の自然講座，自然観察会等を行い，また企画展示，

講座などの博物館活動を側面から援助しています。

・ 出版物 (今年発行予定も含む)

年 4 回発行の「美博だより J ，概要，年報，研究報告，

ガイドブック「風越山」 他

-8-
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熊本市立熊本博物館
KUMAMOTO CITY MUSEUM 

1 施設の概要

当館は，昭和27年に熊本城内にて発足し ， 現在では本

館 ， 分館 ， 分室の施設がある。

昭和53年に新館が開館し，統括 ， 開放，立脚，密着と

いう四つの基本理念とその構想iζ基っき ，自然科学部門，

人文科学部門に理工科学部門を新設して総合博物館とし

ての機能を備えている。

〔本館〕 敷地 14，000 rrf 建物色100 rrf 

構造鉄筋コンク リ ー ト 2 階 ， 地下 1 階

〔分館〕 熊本城天守閣内 l 階-3 階

〔分 室〕 敷 地 7 ，000 rrf 建物 3，500 rrf 

構造鉄筋コンク リ ー ト 2 階 (一部木造)

2. 展示内容 (熊本城天守閣分館，古京町分室は省略)

〔本館〕

l 階:自然科学部門 ・ 理工科学部門

地質一地質年代にそって， 岩石 ・ 化石等を展示。 東洋

象の全身復元模型がある。

生物ー自然の宝庫熊本を以下の五地区に分けて展示。

五家荘:標高 1 500 m 地点の自然、そのままの状態を再現

し，各種動植物を配置 したジオラマ。

阿 蘇 : 鳥類 ・晴乳類等，北方系 ・ 大陸遺存植物など。

有 明 : ムツ ゴロウなど干潟の特産魚類 ， 貝のなかま。

天草 : 海鳥類，魚類 ， 海岸動物 ， 海浜植物など。

江津湖 : 国指定天然記念物のスイゼンジノリ，水鳥類，

淡水魚， トンボ類など。

理工!1fーエネ Jレギーをテー 71ζ展示。 主なものとして

シデロ，スタット(太陽観測装置)など。

理工12ト動力源の原理と発達，伝達や変換を展示。

各種エンジンやワッ 卜 の蒸気機関実物大復元模

型など。

屋外展示- S L ，プロ ペラ機 ， ヘ リ コプターなどを自

9 

干 860 熊本市古京町 3 -2 

TEL 096-324-3500, 

由 K.乗れるような状態で展示。

2 階 : 人文科学部門

歴史・考古ー郷土における人びとの営みの歴史を時系

列lζ展示。 縄文時代の土器 ・ 石器土偶，弥生時

代の大型護棺，重要文化財の才園古墳出土副葬

品一括と東陵永f興街像西南戦争錦絵など。

民俗ー今lζ伝わる生活の知恵として ， 平野 ・山・ 海の

生業 ， 村落と家族の社会など。

地階 : プラ ネタリウム(直径1 6 m ， 収容人数218 名)

定例番組(一般用の四季毎 ， 学習用，幼児用)

特別番組 (ク リスマスファンタ ジー，七夕祭 ， 星と音

楽の夕べなど)ともに自作上演。

3. 普及活動

①特別展ー常設展示のほかに毎年 1 回の特別展を実施。

毎年定例の展示会として，肥後六名花展，肥後チャボ展，

山野草展 ， 市 ・ 県科学展を開催。

②教室 ・ 講座一子供対象の天文教室，昆虫教室， 大人対

象の考古学講座， 歴史講座， 民俗講座など各月 1L1回実施。

③博物館友の会一昭和44年 7 月発足以来， 毎月 1 - 2

回講座 ・ 見学会などを実施。

④その他

星を見る会一毎月 1 回. S p コンサー 卜 ー毎月 l 回。

4. その他

。入館 料大人 1 00 円 ，中学生以下 50 円〈団体割引

あり)

。プラネタリウム大人 100 円， 中学生以下 50 円 (団体

割引あり)

。休 館毎週月曜日， 祝日 (但. 5 月 5 臼及び11

月 3 日は開館) . 年末年始，保守点検期

間( 7 月 11 日 -15 日 )

。開館時間 9:00-17 ・ OO(但， 入館は 16:30まで)
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地質調査所地質標本館
GEOLOGICAL MUSEUM, GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN 

建物形式鉄筋コンクリート二階建て(一部三階建て)

敷 地工業技術院筑波研究センターの一部

建物床面積 3,700 rrf 展示室面積 1,500 rrf 

開 館昭和 55 年 8 月 19 日

開館時間 AM 9 : 30 -PM 4 : 30 

休館日 日曜，祝日，毎月第 2 ・第 4 土曜1 ， 12月 28 日

-1 月 3 日

入館料無料(団体は予約が必要)

1. 施設の概要

地質調査所が筑波研究学園都市へ移転するに際して，

地質調査所の研究活動の紹介と地球科学の普及を行うた

め， 7 年以上の歳月と約 20 億円の費用を投じて， 地質

標本館を建設しました。

開館以来，多数の見学者があり，開館 9 年目の平成元

年 8 月には，総入館者数が 30 万人を突破しました。

建物は，淡い紅色の韓国産花関岩で貼りめぐらされ ，

レンガタイル貼りの研究所が林立するなかで，異色の存

在となっています

2. 展示栂要

地質調査所には，日本列島や世界の各地から収集され

た岩石・鉱物・化石の標本が 10 万点近く登録されてい

ますが，そのうちの代表的な標本約 2 ，000 点を館内 lζ展

示し，そのほか，大型の模型，ジオラマ，パネノレ，オー

トスライドなどにより，地質現象と私たちの生活との関

わりを分かりやすく解説しています。

11 ) 玄関ホール

日本列島付近で発生した地震源を示す多数の球体が垂

れ下がり，真下には，地球の内部構造を示す地球儀が展

示しています。ジュラ紀層の樗曲模型は ， 1 億年以上も

前の激しい地殻変動を物語っています。

12) 第 l 展示室<地球の歴史と郷土の地質>

地球の誕生から現在にいたる歴史を，動物化石・植物

化石・岩石などの変遷によって，タイムトンネノレ風iζ辿

ります。地球最古の片麻岩と北海道産の巨大なアンモナ

イトをはじめ，中央にある日本列島の地質立体模型は，

日本で最大級のものでしょう。 r生きている化石J のコ

ーナーでは，三葉虫とカブトカ‘ニ，アンモナイトとオー

ム貝の生態をジオラマで示し，北海道産デスモスチノレス

の全身骨格も展示しています。 他に関東平野の地下断面，

成田層の化石床，学園都市の地盤など，つくばに関連し

た「郷土の地質」コーナーを設けています。

〒 305 茨城県つくば市 1 -1 -3 

TEL 0298 (54) 3750 

FAX 0298 (54) 3533 

13) 第 2 展示室<生活と鉱物資源>

国内外の金属・非金属・石炭・石油などに関する情報

が，押しボタン式パネ jレによって示しています。太平洋

の海底地形模型と深海底lζ堆積してできたマンガン団塊

の展示が乙の部屋の見ものです。

14) 第 3 展示室<生活と火山・地熱 ・地震>

日本を代表する 2 つの火山，富士山と箱根山の断面を

見せて動く模型。地熱発電の仕組みゃ地震予知の方法な

どの解説もあります。プレー ト テクトニクスの理論を ，

マルチスク リ ーンを使って紹介します。最後に， r結

のしくみ」と「花商岩の解剖J のコーナーがあります。

15) 第 4 展示室<岩石 ・ 鉱物 ・化石の分類展示>

約1.000 点の標本が，学問的な分類体系に従って展示

しており.当館の心臓部ともいうべき部屋です。新着標

本のケースには，ニュース性のある標本の展示を行って

います。

3. 教育普及活動

文部省中央研修や茨城県教員研修として，当館の見学

が組み込まれ，その他，子供たちに対する普及講演も随

時実施しています。毎年 8 月後半には夏休み相談日を設

けて，専門の研究者たちが宿題のお手伝いをします。

10 一

4. 出版物

当館の展示物に関する解説記事を，地質調査所編集の

「地質ニュース J 11:随時掲載し，希望者にはその別刷 り

を配布します。また，地質調査所の出版物(各種の地質図

など)を置いて，購入の便宜を計っています。
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板橋区立教育科学館
Itabashi Science and Education Center 

特別区立のものとしては有数の ， プラネタ リ ウム と科 〒 174 東京都板橋区常盤台四丁目 14 - 1 

学展示とを備え持つ教育施設として ， 昭和63年 9 月 20 日 TEL (03) 559-6561 FAX (03) 559-6000 

にオープンいたしました。教育センターの役割も担い，

科学教育の充実と青少年の健全育成を目指し ， 事業運営

を行っております。

。 施設の概要

建物形式 地下 2 階，地上 2 階 ， 鉄骨鉄筋コンク リ ー 卜

造

敷地面積 3101.99 rrf 

延床面積 4990.00 rrf (区民センター併設)

展示室面積 1047.7 rrf 

プラネタリウム面積 379.9 rrf 

地下一階科学展示室

階 オリエンテーションホー jレ ・ プラ不タリウム

階 科学実験室 ・ 創作室 ・ 教材制作室 ・ 資料室 ・

パソコン室 ・ 研修室

。 展示の概要

エネノレギー ・ 交通 ・ 通信 ・ 災害 ・ 健康と い う 5 つのテ

ーマ IC:分かれ， それぞれ体験装置やモニター画面によっ

て科学展示が構成されており ， アマチュア無線 ・ パソコ

ン通信の出来る通信実験室や科学実験の実演が行われる

みんなの実験室があります。

〔エネノレギーの科学〕

人類とエネノkギーの歴史について映像で紹介し ， 光エ

ネノレギーやエネノレギーの変換 ， 静電光等の展示を行って

おります。

〔交通の科学〕

浮上交通の仕組みゃジャイロス コ ープ，飛行体験装置

等で未来の交通や交通の重要な役割について紹介してあ

ります。

展示室

- 11 一

〔通信の科学〕

通信の歴史や通信のいろいろな方法 ・ 手段について ，

パラボラアンテナや ド ップラー効果 ， 衛星通信などをテ

ーマとした展示物を設置しであります。

〔災害の科学〕

地球の構造や大陸の移動についての映像を流すととも

に， 地震体験装置で地震の横ゆれの体験を していただき

災害から身を守る方法を紹介します。

〔健康の科学〕

生活環境について ， 音と気温の面から生活の中の快 ・

不快を紹介します。また ， 日常の食事の栄養の偏りをシ

ミュレーターでアドバイスします。

。 天文施設

プラネタ リ ウムの投影機は，五藤光学社製G MII スペ

ースを備えており ， マルチスラ イドなど各種補助投影機

やアス トロ ビジョン (70田nh . レ ー ザーグラフィック投

影システムといった周辺装置も完備しております。乙れ

らの機器はコンピュータ制御により，自動投影が可能で

す。ドームの直径は18m. 座席は一方向配列で 210 席あ

ります。

。 科学普及活動

一般を対象としたものと しては，科学講演会 ・ 映画会 ・

科学教室 ・ パソコン教室 ・ 天文教室 ・ 倉 IJ作教室 ・ アマチ

ュア無線教室等を随時開講 しております。

また， 小 ・ 中学生を対象としたものでは ， 期間を半年

と した各種クラブ(科学 ・ 天文 ・ 創作 ・ パソ コ ン ・ 放送)

を行っており，人気を博しております。

平日は ， 区立の小 ・ 中学校の移動教室κ主に利用され

ております。
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全科協 北から南から

.日本産業模型協会が発足

平成元年11月，大阪で日本産業模型協会の設立総会が

開かれた。建築 ・ 土木の分野だけでなく ， 近年の各地の

博覧会では展示物， 実験模型などにも産業模型の技術が

使われ， 科学教育 ・ 文化財保護の分野でも注目されつつ

ある。

同協会は， 技術者集団と して会員相互の協調連携を強

め， 模型製作技術に関する情報交換，関係業会団体との

交流，模型業界の地位向上， 技術者の養成などの活動を

展開する。

協会会長には，全科協維持会員の欄ヤマネ・ 阿澄昌夫

取締役社長が選ばれ， 科学館 ・ 博物館の展示を設計施工

する会社も数多く 加盟 している。今後， 博物館施設の展

示開発lζ協会の活動が貢献される乙 とを期待 したい。

問い合わせ先 : 日本産業模型協会事務局

〒663 豊中市庄内西町 4 - 3-11 胸ヤ7ネ内

加盟館園の出版物

O鳥取県立博物館研究報告第26号 1989.3 

0郷土と博物館第34巻第 2 号 1989.3

0郷土と博物館第35巻第 l 号 1989.9

0鳥取県立博物館協会会報 No.38 1988.9 

0鳥取県立博物館協会会報 Nu39 1989.3 

0鳥取県立博物館協会会報 Nu40 1989.9 

0馬の博物館研究紀要第 2 号 1989. 1 2

0馬の博物館調査研究報告 1989.12 

-秋田県立博物館では. ["秋田県立博物館 総合案内」

を乙の度刊行し ， 販売している。 ζ の総合案内は，日本

生命財団の助成により刊行された。博物館の常設展示を

写真と解説文で紹介したものである。 B5 判 ・ 87ページ

で， 販売価格は800円である。

入館者lζ対 して受付で販売 しているほか，郵送にも応

じている。内容や入手方法等の詳細は，下記宛へお問い

合わせください。

W 010-01 秋田市金足鳩崎字後山52番地

秋田県博物館等連絡協議会事務局

(県立博物館総務課内)

H 0188-73-4121 

-国立科学博物館のポスター

国立科学博物館では，乙のたびポスターを制作 し販売

する。科学博物館を広く紹介 し，また来館の記念として

もらおうというものである。

今回制作 したのは 2 種である。内容は， 館全体をイ メ

、

ージさせるもの と， 人気の展示の一つで、ある ， 恐竜の世

界をモチー フにしたものである。販売価格は 1 部 400 円

で73mm x 5 1 mm，タテ型 ， 館内の売店で販売する。

る。

.倉敷市立自然史博物館の出版物

「 高梁川の淡水魚 J (新刊)

平成元年11月に行われた，第 6 回特別展「高梁川の

淡水魚」の展示解説。 高梁川は全国でも淡水魚の種類

が多いといわれる。 その高梁川系l乙棲息する淡水魚の

種類 ・ 分布 ・ 生態や人間とのかかわりなどを紹介し，

淡水魚をみなおそうとするもの。 B5 判 44頁

〔既刊J r 展示解説 1 J 300円

「 鶴形山の自然 J 300円

「高梁川流域のおいたち J 150円(送料175円 )

「 岡山のチョウ J 300 円

「 岡山県の帰化植物 J 300 円

「 倉敷の海辺のいきもの J 300 円

「 自然史博物館研究報告 1 J 500円

「 自然史博物館研究報告 2 J 300 円

「 自然史博物館研究報告 3 J 400円

「 自然史博物館研究報告 4 J 400円

「 備讃瀬戸海底産出の脊椎動物化石 』

5600円(送料460円)

※送料は特記以外全て 210 円。

また，乙れらの出版物に加え， 平成元年 9 月より ，

「 自然史博物館だより 」 を発刊した。 年数回発行で，

次号は 3 月の予定であるが，徐々に数を増やしてゆく

との ζ とである。 現在は，関係機関等iζ配布のほか，

希望者には受付又は郵送で渡している。

以上紹介した出版物の詳しい入手方法などは， 下記

へお問い合わせください。

w710 倉敷市中央 2 - 6 - 1

倉敷市立自然史博物館

H 0484-25-6037 

事務局から

。全科協ニュース編集委員会では， 加盟館園の発行して

いるニュース，館報などの定期刊行物をもとに，編集会

議で特集記事や原稿の依頼等を検討しています。お手数

ですが，各館園の定期刊行物を 1 部全科協事務局宛てに，

お送りくださるよう ， お願し、します。

~110 台東区上野公園 7 -20 

国立科学博物館内 全科協事務局
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